
,く
,'PR｀

印 類 朝 締 1 1月 号 幡 3

地震による道路崩壊 (町道茶志骨西 7線 )



北海道

東方沖地震

十
月
四
日
午
後
十
時
二
十
三
分
、

本

道
か
ら
北
関
東
に
か
け
て
強
い
地
震
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
震
の
た
め
、

本
町
で
は
住
宅

や
農
家
の
畜
舎
の

一
部
が
破
損
し
た
ほ

か
、

公
共
施
設
で
は
道
路

。
上
水
道

・
下

水
道

・
漁
港
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

茶
志
骨
地
区
の
六
十
八
世

帯
で
は
水
道
管
破
損
に
よ
り
断
水
と
な

り

（十
月
九
日
完
全
復
旧
）
、　
′ゼ

消
防

職
員
が
給
水
車
を
出
し
て
給
水
作
業
に

当
た
り
、

ま
た
、

茶
志
骨
パ
イ

ロ
ッ
ト
・

古
多
糠
地
区
の

一
部
な
ど
で
五
日
の
夜

中
ま
で
停
電
と
な
り
ま
し
た
。

地
震
後
、

町
で
は
即
刻

「災
害
対
策

本
部
」
を
設
置
。

四
日
午
後
十
時
二
十

八
分
、

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、

町
と

消
防
職
員
が
標
津
漁
港
で
潮
位
観
測
に

当
た
り
、

津
波
に
よ
る
避
難
を
呼
び
掛

け
、

沿
岸
地
区
の
住
民
が
各
避
難
場
所

へ
避
難
開
始
。

五
日
午
前

一
時
三
十
五

分
に
１
・ｌ

ｍ
程
度
の
津
波
を
確
認
。

津

波
は
標
津
漁
港
近
く
の
国
道
２
４
４
号

線
手
前

の
ふ
れ
あ
い
加
工
体
験
セ
ン

タ
ー
ま
で
達
し
、

同
漁
港
に
置
い
て
あ

っ
た
鮭
選
別
タ
ン
ク
な
ど
が
散
乱
す
る

ほ
ど
で
し
た
。

気
象
台
に
よ
る
と
、

震
源
地
は
根
室

半
島
の
東
、

約

一
七
〇
キ

ロ
の
北
緯
四

三
度
二
二
分
、

東
経

一
四
七
度
四
〇
分

で
震
源
の
深
さ
は
約
三
〇
キ

ロ
。

地
震

の
規
模
に
当
た
る

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド

（Ｍ
）
は
８

・
１
と
、　

一
九
五
二
年
に
死

者
三
十
三
人
、

負
傷
者
二
百
八
十
七
人

を
出
し
た
十
勝
沖
地
震
の
Ｍ
８

・
２
に

次
ぐ
、

過
去
最
大
級
の
地
震
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
巨
大
地
震
の
割
り
に
は
、

軽
傷
者
だ
け
で
済
ん
だ
理
由
と
し
て
、

今
年
は
比
較
的
暖
か
く
、

ス
ト
ー
ブ
を

た
い
て
い
な
か

っ
た
こ
と
や
、

地
震
発

生
が
真
夜
中
で
な
か

っ
た
こ
と
、

町
民

の
冷
静
で
迅
速
な
行
動
な
ど
が
幸
い
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

靴 討材ミ謁匿整J隆;違筆付・

糠鍵識離灘灘務ど

天讐悶謝揮野善1賛:ける
津波 1.lmを確認

沿岸住民が避難

釧1路で震度6

根室で5

「東方沖地震災害」の被災者の方々に

お見舞い申し上げます
このたびの地震により、標津町内におきましても、多くの被害がありました。

町民の皆様におかれましても、大きな損害を受け、また、負傷された方々もおり被災者の方々に謹んでお

見舞い申し上げます。

町では地震後、即刻 『災害対策本部』を設置し、防災業務に当たり町内沿岸地区に避難勧告を行い、皆様

の迅速なる行動により事なきを得たところであります。

町内では道路・上水道。下水道・漁港などの公共施設に被害があり、このうち上水道は復旧したものの、そ

のほかにつきましては、ただいま、復旧に最大限の努力をしているところです。しかし、完全復旧には相当

の期間を要し不便をお掛けすることになりますが、何卒ご理解とご協力をお願いいたします。

現在もなお余震が続き不安な生活を強いられており、これから寒さも厳しくなることからも、今後の地震

災害による事故にはご家族ともども、くれぐれもご注意ください。

まずは、被害者の方々に書中をもってお見舞いを申し上げます。

標津町長 小 田 桐 四 郎



報襲聾暴|

被害状況
(平成6年 10月 25日現在)

>人  的 …軽 傷 者  39人

>住  宅 …一部破損 274戸

>農  業 …営農施設  32件

>水  産 …漁  港    1件

共同施設  32件

>商  工 …商  業   62件

>道  路 …町  道  46カ 所

>水  道 …上 水 道 74カ 所

下 水 道 1 2 , 7 0 1 m
(汚水管)

>文  教 …学  校   10校

>そ の他

社会教育施設、観光施設、

墓地ほか

―以上、主なもの一

|■=被霞総額ⅢⅢ

約‖3げ積刊

集合煙突が倒壊、床や壁も破損した住宅

1遇館101封i種襲襲

1952 3.4 +勝 沖    M8.2

1969 812 根 主東方沖   78

1993. 1 15 9‖,各力li      78

1993.712 北 海道南西沖   78

199410 4 北 海道東方沖  81



整1震轄集|

鞘鱗

天丼と壁が破損 (標津漁協 ,3F大 ホール)

1牽号ギ:軍 !軍

岸壁に亀裂が生 じ前倒れに

(標津漁港、南防波堤)

書類が散乱 (役場 2F)

ブロックの塀が倒壊 (弥栄町)

観
雛
篤
！掻盛
奥
簿

畜
舎
の
壁
が
傾
く

（茶
志
骨
）

一

艶
腰

鞠
あ

轟
騨

も
ぼ
鷹
Ｗ
樹
劉
Ｒ∬ぎ
鉛
識
叫
一 4



鞘麗籍纂

1 強 い揺れに前輪が地面に埋もれた (新川上町)|

1総 合体育館に避難 した町民 (4日 ・午後 11時 30分 ごろ)|

一
墓
石
も
全
体

の
約
７
割
が
倒
壊
　
　
一

一　

　

　

　

　

　

　

（標
津
車
園
）

一

自
動
販
売
機
も
倒
れ
る

（川
上
町
）

一

圃団剛
制御‐０４轍２３分

そ
の
詩
あ
“な
た
数
〓

軽
哭
鋪
曲
め
，薦

習
」
の
世
の
終
り
だ
と
…
』

山
ロ
サ
ダ
子
さ
ん

（５８
）
＝
鳩
ケ
丘

町
、

主
婦

「寝
て
い
て
、

び

っ
く
り
し
て
飛
び
起

き
た
。

揺
れ
が
お
さ
ま
ら
な
く
て
、

逆

に
段
々
ひ
ど
く
な
り
、

立

っ
て
い
ら
れ

な
か

っ
た
。
こ
の
世
の
終
り
だ
と
思

っ

た
ほ
ど
。

居
間
の
茶
ダ
ン
ス
が
倒
れ
、

食
器
類
が
散
乱
。

部
屋
の
タ
ン
ス
も
倒

れ
、

一戸
が
開
か
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、

逃

げ
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

部
屋
の
窓
か
ら

は
だ
し
で
逃
げ
る
の
が
よ
う
や
く
。

停

電
で
真

っ
暗
に
な
り
不
安
で
し
た
。

地

震
後
は
枕
元
に
着
替
え
と
懐
中
電
灯
を

置
い
て
地
震
に
備
え
て
い
ま
す
。

」

『
こ
ん
な
す
ご

い

地
震
は
初
め
て
』

高
橋
明
さ
ん

（７５
）
＝
川
上
町
、

商

店
経
営

「居
間
の
食
器
類
が
散
乱
し
て
、

足
の

踏
み
場
が
な
か

っ
た
。

地
震
で
電
気
温

水
器
の
ネ
ジ
が
取
れ
、

お
湯
が
噴
き
出

し
家
中
水
浸
し
に
な
リ
パ
ニ
ッ
ク
に
。

店
の
ア
底
床
が
ひ
び
割
れ
、

ガ
ラ
ス
の

陳
列
ケ
ー
ス
も
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
、

冷
蔵

庫
も
倒
れ
る
な
ど
の
被
害
。

地
震
後
あ

わ
て
て
車
で
避
難
場
所

へ
と
急
い
だ
が

途
中
、

七
十
才
過
ぎ
の
お
年
寄
り
三
人

が
寝
ま
き
姿
で

「乗
せ
て
く
れ
！
ど
こ

に
逃
げ
れ
ば
い
い
の
？
」
と
、

恐
怖
に

お
び
え
て
い
た
。

私
は
乗
せ
ら
れ
な
い

状
況
だ

っ
た
の
で
、

近
く
の
避
難
場
所

を
教
え
る
の
が
よ
う
や
く
だ

っ
た
。

今

ま
で
７５
年
生
き
て
き
た
が
、
こ
ん
な
に

す
ご
い
地
震
は
初
め
て
だ
。

」

『電
線
が
火
花
を
散
ら
し

恐
怖
の
ど
ん
底
に
』

住
田
靖
子
さ
ん

（３‐
）
＝
緑
町
、

主

婦
「家
の
こ
と
よ
り
も
命
が
先
と
、

主
人

と
四
つ
と
二
つ
の
子
供
を
抱
え
す
ぐ
外

に
避
難
。

車
に
乗
ろ
う
と
し
た
が
、

あ

ま
り
の
揺
れ
の
す
ご
さ
に
、

た
だ
ぼ
う

然
と
家
族
四
人
で
車
の
横
に
立
ち
す
く

む
だ
け
。

屋
根
の
軒
下
が
は
が
れ

「バ

リ
バ
リ
ッ
ー
」
と
音
が
し
た
時
、

ま
わ

り
の
電
線
が
火
花
を
散
ら
し
、

す
ぐ
停

電
に
。

家
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
電
柱
が

倒
れ
て
く
る
の
で
は
…
地
面
が
裂
け
て
、

そ
の
中
に
家
族
四
人
と
も
落
ち
て
、

死

ん
で
し
ま
う
の
で
は
…
と
思

っ
た
。

結

果
、

私
の
家
は
集
合
煙
突
が
倒
れ
、

そ

の
勢
い
で
壁
が
は
が
れ
、

家
の
中
の
床

が
落
ち
、

引

っ
越
す
こ
と
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。

地
震
後
、

隣
り
の
人
が
気
に

な
り
、

声
を
掛
け
て
み
る
と
、

中
か
ら

懐
中
電
灯
を
持

っ
て
で
て
き
た
が
、

ガ

ラ
ス
の
破
片
で
足
を
切
り
、

玄
関
の
上

り
場
が
血
だ
ら
け
。

み
ん
な
で
車
に
乗

り
病
院
に
向
か

っ
た
が
、

そ
の
後
も
余

震
が
続
き
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

」

『
ド
ー
ン
と
下
か
ら

突
き
上
げ
ら
れ
た
』

大
田
真
さ
ん

（７０
）
＝
茶
志
骨
、

酪

農
業「

ド
ー
ン
と
、

下
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ

る
音
と
と
も
に
か
な
り
強
い
横
揺
れ
に

変
わ

っ
た
。

鶏
卵
場
が
気
に
な
り
玄
関

を
出
よ
う
と
し
た
が
、

そ
の
場
で
動
け

な
く
な

っ
た
。

十
勝
沖
地
震

（
一
九
五

二
年
）
も
ひ
ど
か

っ
た
が
、

今
回
は
そ

れ
以
上
だ
。

」

『寝
ま
き
の
ま
ま

飛
び
出
し
た
』

南
光
雄
さ
ん

（６６
）
＝
薫
別
、

無
職

「寝
ま
き
の
ま
ま
外
に
飛
び
出
し
た
ら
、

家
の
そ
ば
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
大

き
な
看
板
が
ガ
タ
ガ
タ
音
を
立
て
、

頭

に
落
ち
る
の
で
は
と
…
。
こ
の
地
区
に

今
ま
で
住
ん
で
初
め
て
避
難
し
た
。

停

電
も
続
き
、

余
震
も
あ
り
不
安
の
中
、

せ

め
て
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
復
旧
す
る
か
の

情
報
を
流
し
て
ほ
し
か

っ
た
。

」



ベキシリ山 (標 津 ) 忠 類 墓 地

望ケ丘公園 (標 津 ) 浜 古 多 糠 神 社

タ ブ  山 (茶志骨) 薫 別 川 左 岸 高 台

伊 茶 仁 お、化 場 崎 無 異 神 社 裏

今回の地震による余震は1カ月程度続 くと

の見方があります。このことから再度津波の

恐れがありますので、もう一度避難の場所や

避難の際の持ち物について家族で話 し合い

(例えば、非常食、救急セット、衣類、懐中電

灯、携帯ラジオ)を し、確認してください。

難 の心得

:ぽ詩護訊ぼぬ
地震のため、茶志骨地区で左図のとおり、三カ所を

交通止めにしています。

復十日には相当な時間がかかると思われ、当分の間ご

不便をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。

(11月中旬ごろには片側通行可能にする予定です。)

通行止め以外にも路肩の決壊や段差が生じており、

また、標津市街でも道路の陥没、マンホールの隆起に

より通行危険箇所がありますので、通行には十分注意

されますようお願いいたします。

復十日につきましては、全力で作業に当たりますので、

皆様のご理解とご協力をお願いしヽたします。

①

避
難
の
前
に
火
の
始
末

②

避
難
時
の
荷
物
は
最
小
限
に

③

留
守
家
族
に
は
連
絡
メ
モ
を

④

避
難
は
徒
歩
で
。

車
や
バ
イ
ク

は
使
用
厳
禁

⑤

お
年
寄
り
や
子
供
と
し
っ
か
り

手
を
つ
な
い
で

⑥

避
難
場
所
ま
で
は
、

狭
い
道
、

塀
ぎ
わ
、

川
べ
り
を
避
け
て
移

動
す
る

②

必
ず
指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
ヘ

◇ ◇

_)⑬ 通行止め箇所 篠志骨地D

茶 志 骨 地 区 生 活 館 浜 古 多 糠 町 内 会 館

標 津 学 校 薫 別 ′J 中ヽ 学 校

津 中 学 校 崎 無 異 町 内 会 館

標 津 高 等 学 校 古 多 糠 小 中 学 校

標 津 町 中 央 公 民 館 古 多糠 生活改 善 セ ンター

標津町農村環境改善センター 北 標 津 小 中 学 校

標 津 町 総 合 体 育 館
レ
し /1ヽ 学 校

標 津 町 鳩 ケ 丘 体 育 館
レ
し 中 学 校

伊 茶 仁 町 内 会 館
レ
し

「
イ 公 民 館

中
い

類 /1ヽ 学 校

一 役 場 ・建 設 課 一



まずわが身の安全を図れ

けがをしたら火の始末や避難行動に支障がでる。

テーフルなどの下にもぐり身の安全を。

すばやく火の始末 (ぁゎてずさわがず冷静に)
日頃から習慣化を。

戸 を 開 け て 出 口 を 確 保

とくに中高層住宅では避難のための

出□の確保が重要。

火が出たらすぐ消火
もし火災が発生しても天丼に燃え移る前なら初期

消火できる。できれば消火器を設置しておきたい。

避難は徒歩で、荷物は最小限に
自主防災組織などと集団で避難しよう。

荷物を欲ばると避難に支障がでるので注意。

協力 し合って応急救護
多数の死傷者がでれば医療機関などでの対応が限界に。

正しい情報を聞く。余震を恐れるな
ラジオや市区町村、自主防災組織などから

正しい情報を入手し、適切な行動をとろう。

ご

あ わ て て 外 に 飛 び 出 さ な い

屋肉の方が比較的安全。身の安全と火の始末を

図つたうえでしばらく様子を見よう。

狭ti路地やブロック塀には近付かないJ
屋夕Nこいたらビルや公園などに避難。落下物や
フロック塀などのほ」壊の危険のあるところには近寄らない。

薔

l

ネ
舎

火元付近の整理整頓を忘れずに。

みんなで助け合つて

応急救護を。

騨レ ぷ せは 繁麗
こ
の
た
び
の
地
震
被
災
に
よ
り
、

住

宅
の
水
洗
化
設
備

（屋
内

・
屋
外
）
の

排
水
管
、

排
水
枡

（ま
す
）
が
浮
上
、

破

損
、

蛇
行
等
に
よ
り
汚
水
の
流
れ
が
悪

く
な
り
修
繕
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
に
つ
い
て
、

そ
の
資
金
を
用
意
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、

次
の
と
お
り

資
金
の
貸
付
を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
希

望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
貸

付

額

４５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

Ｅ
貸
付
利
息
　
無
利
子

日
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

・個
人
の
居
住
用
住
宅
等

（併
用
住
宅

含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
方

・
水
洗
便
所
設
置
者

・
貸
付
保
証
人
が
二
人
い
る
方

■
慣
還
の
方
法

原
則
と
し
て
、

毎
月
９
千
円
の
償
還

と
し
ま
す

■
申
し
込
み
方
法

役
場
上
下
水
道
課

へ

（個
人
申
込
↓

町
↓
指
定
業
者
↓
町
検
査
）

■
申
し
込
み
期
限

１１
月
２０
日
ま
で

日
そ
の
他

今
回
の
地
震
で
住
宅
周
辺
の
地
盤
が

沈
下
し
た
り
汚
水
桝
が
浮
上
し
た
り

し
て
い
る
方
は
、

早
め
に

一
度
必
ず

町
指
定
業
者
に
排
水
管
の
流
れ
の
点

検
の
依
頼
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

役
場
上
下
水
道
課

（
公

２
１
２
１
３
１
内
線
２
２
７
）

へ
◇



一被災者の皆様ヘー
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‖柑鎌齢勝,紺li

町では、東方沖地震で住宅等に甚大な被害を受けた方

に、その被害の状況に応 じて町民税・固定資産税。国民健

康保険税の減免などの措置をいたします。

柵1補1需附‖勝i鍵
‖||lt;十タキ|‖|:|||‖惟:

「源泉所得税の徴収猶予又は還付…

の申請」

今回の地震災害によって被害を受けられた方については、次のよう

な国税の軽減 ・免除・納税の猶予等を受けることができます。

住宅 ・家財の半分以上に損害を受け、かつ、平成6年分の所得金額の見積額が600万円

以下の方は、災害減免法の規定により源泉所得税の徴収猶予や還付を受けることができ

ます。

1地震犠集

詳しくは、役場担当課へお問い合わせくださいる

0町 民税 ・固定資産税…………税務課税務係

(内線 116・117・118)

●国民健康保険税………福祉保健課保険医療係

(内線 125)

「
申告 。納 付 な どの期 限 の延 長 」 … 平成6年10月4日のゴヒ海道東方沖地震により被害を受けられた方については、11月7日

(月)ま で (被害程度が著しいなどやむを得ない理由があると認められる場合は、12月 5

日 (月)ま で)に 所轄税務署長へ個別に申請されますと、国税の申告 ・申請 ・納付などの

期限が最長12月 5日 (月)ま で延長できます。

「所 得 税 の軽 減 。免 除 」 … … … … … 1・住宅、家財などの損害額力所 得金額の10分の1を超えた方、または、災害関連支出が

5 万 円を超えた方は、雑損控除として、その超えた額が平成6年分の所得金額から控除

さ れ ます。

2.住 宅や家財の半分以_上に損害を受け、しかも平成6年分の所得金額が600万円以下の

方は、災害減免法の規定により所得金額に応じて、所得税が全額免除あるいは一部軽減

されます。

「予 定納 税 額 の減 額 申請 」……………… 平成6年分の予定糸内税をしなければならなし功 力波 害を受けたときは、所轄税務署長ヘ

第2期分の予定納税額の減額を求める申請をすることができます。

「納 税 の猶 予 の 申請 」
… … … … … … 財産に被害を受けたため税金を一時に納付することができなし功 は、糸内期限又は申請

から1年以内 (事情によっては更に1年)の 範囲で納税の猶予が受けられます。

「被 災 酒 類 等 の救 済 措 置 」
……………… 酒類、たばこ、又は揮発油 以 下 「酒類等」という。)製 造者の方、又は酒類等販売業者

の方が販売のために所持している酒類等が、災害により亡失などした場合には、被災酒類

等の所持者の方からの申請に基づき、酒税、たばこ税、又は揮発油税相当額について災害

免除法による救済措置を受けることができます。

※なお、軽減 ・免除については、確定申告で精算することになります。

詳しくは、根室税務署にお問い合わせください。密01532-3-3261

覇1離義鮒構:鉛
鞘器環離塾|1催当

税金 (個人事業税・不動産取得税・自動車税など)は 、納期限までに

納めなければなりませんが、不幸にして、震災、風水害、落雷、火災な
どの災害にあわれたときには、その災害の状況に応じて、税を免除し

たり納税を猶予したりする制度があります。

詳しくは、根室支庁税務課へお問い合わせください。密01532-3-6131



目E回問題
十
月
四
日
発
生
の
北
海
道
東
方
沖
地

震
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

十

月
十
二
日
を
皮
切
り
に
国
土
庁

・
建
設

省
な
ど
十
三
省
庁
の
政
府
機
関
の
被
害

調
査
団
を
は
じ
め
、

自
民
党
、

連
合
、

道

議
会
の
調
査
団
が
相
次
い
で
来
町
し
ま

し
た
。

調
査
団
は
標
津
漁
港
や
標
津
市
街
の

下
水
道
、

町
道
な
ど
の
被
害
状
況
を
視

察
。

町
で
は
地
震
災
害
復
旧
に
関
す
る

陳
情
書
を
そ
れ
ぞ
れ
に
手
渡
し
、

公
表

さ
れ
た
震
度
以
上
の
被
害
状
況
を
説
明
、

一
日
も
早
い
復
旧
に
つ
い
て
、

国
や
道

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

標
津
漁
港
を
視
察
す
る
国
土
庁
な
ど

の
政
府
調
査
団

大
手
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー

・
鐘
淵
化

学
工
業

（株
）
（本
社

・
大
阪
）
が
本
町

に
設
立
し
た
現
地
法
人

「
標
津
化
成

（株
と

（宮
田
勇
代
表
取
締
役
）
は
工
場

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、

十
月
三
日
に
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

鐘
淵
化
学
工
業
は
道
内

で
は
恵
庭
、

森
に
発
泡

ス

チ

ロ
ー
ル
箱
の
製
造
工
場

を
建
設
し
て
お
り
、

本
町

が
道
内
で
は
三
番
目
の
工

場
と
な
り
ま
す
。

道
東
の

拠
点
工
場
と
し
て
事
業
を

進
め
、

将
来
的
に
は
拡
張

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
工
場
内
で
行
わ
れ
た

竣
正
式
に
は
、

宮
田
社
長

や
同
社
関
係
者
、

建
設
に

当
た

っ
た
鴻
池
組
関
係
者
、

そ
れ
に
小
田
桐
町
長
ら
五

十
人
が
出
席
、

今
後
の
同

社
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し

みた
。こ

の
後
の
祝
賀
会
で
宮

日
社
長
は

「
よ
り
良
い
製
品
を
よ
り
早

く
、

地
域
に
愛
さ
れ
、

地
域
に
貢
献
、

地

域
と
と
も
に
発
展
す
る
。

小
さ
い
け
れ

ど
、

エ
キ
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー

（優

良
企
業
）
を
目
指
し
て
社
員

一
丸
と
な

っ
て
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ

つ
。

小
田
桐
町
長
は

「
工
場
を
建
設
し
た

鐘
淵
化
学
工
業
の
大
英
断
に
感
謝
し
て

い
る
。

人
口
が
減
少
し
て
い
る
ま
ち
だ

け
に
、

活
性
化

へ
の
道
が
開
け
た
。

サ

ケ
も

一
本
販
売
か
ら
切
り
身
な
ど
に
変

化
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
の
需
要
は
あ
る
。

今
後
の
同
社

の
発
展
を
期
待
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

灘題勢選艶擢]艦1鞘

一標津化成l■l一

道東の拠点工場に

完成した 「標津化成」工場

小
学
生
と
中
学
生
を
対
象
に
ア
イ
デ

ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
作
品
を
募
集
し
て
い

た
標
津
町
教
育
研
究
所

（所
長
木
幡

一

盛
標
津
中
校
長
）
主
催
の

「第
十

一
回

標
津
町
発
明

・
工
夫
展
」
の
審
査
発
表

が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
百
五
十
点
。

審
査
基
準

は
、

科
学
的
、

造
型
的
、

商
品
価
値
、

発

明
工
夫
な
ど
十
点
満
点
で
審
査
。

町
長
賞
に
は
忠
類
小
四
年
の
原
田
真

帆
さ
ん
の

「黒
板

コ
ン
ポ
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
磁
石
で
黒
板
消
し
が

落
ち
な
い
仕
掛
け
で
、

黒
板
の
掃
除
機

も

つ
い
て
い
る
便
利
な
作
品
。

主
な
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（敬
称
略
）

▽
町
長
賞
　
原
田
真
帆

（忠
類
小
四
年
）

「
黒
板

ヨ
ン
ポ
」
　

▽
町
議
会
議
長
賞

田
中
宏
美

（標
津
中

一
年
）
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
子
ど
も
用
補
助
」
　

▽
教
育
長

首貝
　
下
栃
棚
聖

（薫
別
中

一
年
）
「
ス
ー

パ
ー
よ
く
と
れ
る
ブ
ラ
シ
」
　

▽
教
育

委
員
長
賞
　
太
田
亜
恵
里

（忠
類
小
四

年
）
「く
る
く
る
テ
ィ
ッ
シ

ュ
」

▽
校

長
会
賞
　
佐
藤
淳
也

（川
北
中
二
年
）

「
楽
々
糸
と
お
し
」
　

▽
漁
協
組
合
長

苗貝
　
吉
田
瑞
季

（忠
類
小
六
年
）
「水
不

足
に
は
Ｏ
Ｋ
」
　

▽
農
協
組
合
長
賞

山
形
靖
憲

（標
津
中

一
年
）
「
は
が
き

入
れ
」
　

▽
商
工
会
長
賞
　
士
口
田
瑞
季

「
割

り
ば

し
清
潔
器
」

▽
信
金
標
津
支
店
長
賞

館
美
幸

（標
津
中

一

年
）
「背
中
が
ぬ
れ
な
い

傘
」
　

▽
青
少
年
を
育

て
る
会
長
賞
　
大
崎

一

（標
津
中

一
年
）
霜
ニ
カ

ン
つ
ぶ
し
」

作
品
を

一
つ
ひ
と
つ
　
　
一

審
査
す
る
先
生
方
　
　
　
一

Z“打‖粛H志.Z
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町長賞に原田さん

(忠類小 4年 )



目□回団国

―標津中学校―

心
豊
か
な
生
徒
を
育
て
よ
う
と
、

標

津
中
学
校

（木
幡

一
盛
校
長

・
全
校
生

徒
百
八
十
八
人
）
が
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
を
推
進
し
て
い
る
中
、

十
月
十
六

日
に
同
校
の

一
年
生
全
員
が
参
加
し
て

目
主
的
な
各
種
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を

幼
児
を
招
き
紙
芝
居

は
ま
な
す
苑
の
入
所
者
に

「長
生
き
じ

て
ね
」
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

　
　
）を

行
い
ま
し
た
。

同
校
は
十
年
ほ
ど
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

平
成
四

年
に
道
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
の
指
定
校

と
な
り
、

こ
の
指
定
か
ら
具
体
的
に
学

年
行
事
と
し
て
、

生
徒
の
自
主
的
な
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

今
回
の
活
動
は

一
年
生
自
ら
が
企
画
、

参
加
を
呼
び
掛
け
行

っ
た
も
の
で
、

内

容
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
な
す

苑
や
標
津
病
院
の
入
院
患
者
を
慰
問
、

千
羽
鶴
と

「
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

「早
く
元
気
に
な

っ
て
」
と
書
か
れ
た
手

作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

一
人
ひ

と
り
に
手
渡
し
た
ほ
か
、　

一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
宅
を
訪
れ
て
、

父
母
と
生

徒
た
ち
で
作

っ
た
い
も
だ
ん
ご
と
か
ば

ち
ゃ
だ
ん
ご
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

同
校
の

屋
体
で
は
幼
児
ら
を
招
い
て
紙
芝
居
や

ゲ
ー
ム
を
、

ま
た
、

町
内
の
ゴ
ミ
清
掃

も
行
い
ま
し
た
。

木
幡
校
長
は

「
二
、

三
年
生
も
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
大
地
震
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ

の
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
は
立
派
な

こ
と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

十
月
六
日
に
は
同
校
の
生
徒

十
人
余
り
が
、

地
震
で
図
書
が
散
乱
し

足
の
踏
み
場
も
な
く
な

っ
た
中
央
公
民

館
図
書
室
を
訪
れ
、

図
書
の
整
理
を
行

う
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
精
神
が
着
実

に
高
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。

十
月
十
二
日
、

町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
町
商
工
会
主
催
の

「
ポ
ー
ル

牧

・
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、

会
場
に
は

地
震
で
落
ち
着
か
な
い
状
況
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

百
七
十
人
余
り
の
町
民

が
訪
れ
、

ポ
ー
ル
さ
ん
の
笑
い
を
ま
じ

え
た
講
演
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

同
氏
は
昭
和
十
六
年
に
北
海
道
天
塩

郡
で
生
ま
れ
、

生
家
は
禅
寺
で
、

十
才

で
得
度
に
。

昭
和
三
十
三
年
、

十
七
才

の
時
に
仏
教
に
決
別
し
て
上
京
。
し
か

し
、

世
間
は
厳
し
く
、

三
十
余
り
の
職

業
を
転
々
と
し
た
あ
と
、

牧
野
周

一
氏

に
弟
子
入
り
し
、

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
し

て
歩
み
だ
す
。

付
き
人
な
ど
芸
能
修
業

を
積
ん
だ
あ
と
、

昭
和
四
十
三
年
に
故

関
武
志
氏
と

コ
ン
ビ
を
組
ん
で

「
ヨ
ン

ト

・
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
」
を
結
成
。

た

ち
ま
．、Ｐ

Ｈ
（気
を
博
し
、

お
笑
い
界
の

パ

ッ
チ
ン
も
披
露
し
て
く
れ
た
ポ
ー
ル
さ
ん
　

１０

第

一
線
に
躍
り
出
ま
し
た
。

講
演
で
は
ポ
ー
ル
さ
ん
が
十
才
の
時

父
が
他
界
し
、

貧
し
い
家
庭
に
育
ち
、

つ

ら
く
厳
し
い
当
時
の
模
様
を
振
り
返
り
、

お
金
が
な
く
て
高
校
に
も
行
け
な
く
、

秋
田
の
お
寺
に
小
坊
主
と
し
て
修
業
に

で
た
時
、

ほ
か
の
小
坊
主
た
ち
に
集
団

で
ひ
ど
い
い
じ
め
を
受
け
、

当
時
は
死

に
た
い
と
思

っ
た
。

で
も
、

自
分
は

「
い

じ
け
な
い
」
「
ひ
る
ま
な
い
」
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
が
ん
ば

っ
た
。

今
で
は
そ

の
こ
ろ
い
じ
め
ら
れ
た
小
坊
主
に
感
謝

し
て
い
る
と
…
。

最
後
に
、

い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
い

る
と
神
様
が
微
笑
ん
で
く
れ
る
。

命
が

あ
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
と
、

「
に
こ
に
こ
面
で
幸
せ
を

一っ

神
」
と
し
め
ま
し
た
。

『にこ1品翌!醸:繋

蕊ら 階 幣』
ポール牧 ・講,寅会

θ

馴1鸞|り計ぬ躊接マ計ワ1落‖lL
鮮掛|す旨

ゴミ清掃、幼児に紙芝居、
はまなす苑など慰問一人暮らしのお年寄り宅に手作りだんごをプレゼント町内のゴミ清掃
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漁業者自らが売り込みに汗流す

一町消費流通対策協議会一

サケの身おろしや新巻づくりのサービスもあった

町
消
費
流
通
対
策
協
議
会

（標
津
漁

協
組
合
長

・
鈴
木
輝
英
会
長
）
は
、

七

月
の
結
成
以
後
各
種
の
活
動
を
行

っ
て

お
り
、

九
月
二
十
四
日
か
ら
は
毎
週
土

曜
日
を

「標
津

・
魚
の
日
」
と
し
、

町

商
工
会
駐
車
場
に
売
店
を
設
置
、

毎
週

六
百
尾
以
上
を
売
り
さ
ば
い
て
い
ま
す
。

十
月
十
五
日
に
は
漁
業
者
約
五
十
人

が
中
標
津
町
内
の
東
武
駐
車
場
に
サ
ケ

二
千
二
百
尾
を
持
ち
込
み
、

雄
三
尾
で

五
百
円
、

雌

一
尾
千
五
百
円

（以
上
）
で

販
売
。

身
お
ろ
し
や
新
巻
作
り
の
サ
ー

ビ
ス
も
行
い
、

大
変
な
人
気
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、

十
九
日
か
ら
六
日
間
、

東
京

・

小
田
急
デ
パ
ー
ト
で
の
フ
ェ
ア
に
も
十

二
人
が
出
向
き
、

生
サ

ケ
、

新
巻
、

イ
ク
ラ
、

ホ

タ
テ
な
ど
を
販
売
。

二
十

九
日
に
は
札
幌

・
二
条
市

場
で
も
産
地
直
売
を
す
る

予
定
で
す
。

今
後
は
十

一
月
に
ホ
タ

テ
感
謝
祭
な
ど
も
開
く
予

定
で
、

魚
の
日
も
毎
週
続

け
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
も
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ヤ販
売
前
か
ら
長
蛇
の
列
が

中
標
津
町
で
の

サ
ケ
の
販
売

醐1困1翁1扁1隆1鶏:筋1確:熱1繍国3価

1 戸に 3 尾

ヤ
構
津
漁
協
で
は
、

秋
サ
ケ
の

町
民

へ
の
還
元
と
消
費
拡
大
を

目
的
に
、

十
月
三
日
、

町
内
の
全

戸
に
サ
ケ
の
無
料
配
付
を
行
い

ま
し
た
。

配
付
し
た
の
は
、

定
置
網
漁

業
者
を
除
く
二
千
百
三
十
五
戸

で
、

一
戸
当
た
り
三
尾
、

総
数
六

千
四
百
五
匹
と
い
う
大
量
の
配

付
と
な
り
ま
し
た
。

配
付
は
、

各
町
内
会
を
通
じ

て
行
わ
れ
、

朝
か
ら
秋
サ
ケ
を

積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
町
内
を
走

り
回
り
ま
し
た
。

生
き
の
よ
い
サ
ケ
を
受
け
取

っ
た
町
民
は

「
思
わ
ず

ニ
ッ
ヨ

リ
」
。

:練1澤1漁1協|

サ
ケ
を
配
付
す
る
町
内
会
役
員

森
林
の
説
明
を
受
け
る
参
加
者

（望
ケ
丘
森
林
公
園
）

親
・仔
控
森
林
め

恭
靭
“韻
ｒを
，一導
一ぶ

森
林
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

親
子
で
森
林
の
も

っ
て
い
る
公
益
、

経
済
両
面
で
の
様
々
な
機
能
と
具
体
的

な
林
業
行
為
に
つ
い
て
、

実
体
験
を
通

し
て
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

十
月
二

日
、

望
ケ
丘
森
林
公
園
で
町
主
催
の
森

林

（も
り
）
づ
く
リ
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
二
十
五
人
の
親
子
。

根
室
支
庁
職
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、

同
公
園
内
の
森
林
を
見
学
し
、

樹

名
当
て
ク
イ
ズ
や
樹
齢
調
査
、

枝
打
ち

な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、

巣
箱
づ
く
り

に
も
挑
戦
。

参
加
者
は
森
林
に
つ
い
て

楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。



ラ
レ

ッ
シ

ユ
さ
ん

ゆ
ゃ

馬場 二 美さん (21)
―太平洋石油販売llll標津給油所勤務一

「お客さんには 笑 顔で…」

>昭 禾B48年 中標津町生まれ。AB型 、双子座。

>平 成4年 標津高校卒業、今年3月 に同社へ入社。

》仕事はスタンドの給油と伝票事務。

「お客さんには笑顔で応対するように心掛けています」と、話す彼女。

>趣 昧はバレーボール、スノーボードなどのスポーツ。

「これから、スノーボードのシーズンなので、毎週のように友達とスキー

場に行くのが今から楽しみ」とフレッシュな笑顔を見せてくれました。

久保(藩奪)さんちの

ちやん
( H 5 , 1 1 . 7生∋

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/46.8cm

休車/2,4609

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/71.Ocm

体重/ 7.5k9

お母さんからひと言
「生まれた時から小さくて、今でも

体重が軽いのが少し悩みの種。でも

あれだけ動いたら、太れなしヽのも当た

り前かな ?!今 では、ごはんをもりも

り食べて元気いつばい。

女の子だから、やさしくて、おしと

やわHこ育つてほしいけど、ちよつと無

理みたい…。」

会 話 教 室

回□□圃

アテーツ
oTeЦ

マーチ

MaTL

ムーシュ
Myx

一 LESSON 7-―

ズ ドラース トヴ才チェ |

(こんにちは) 1

今回の東方沖地震は北方四島も甚

大な被害を受けたようです。標津町

を訪れた人達は大丈夫でしょうか、

心酉己です…。

今月は、家族のことです。

ジェナー

Ж eHa

スイン

CIIIH

ドーチ

AO・IL

父

母

妻

息子

娘夫
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灘
総
柵
捌
熙
翻
鵜
職
搬
器

標
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
七

年
度
成
人
式
を
来
年

一
月
七
日
に
標
津

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
う
予

定
で
す
。

平
成
七
年
度
成
人
対
象
者
は
、

昭
和

四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

対
象
者
は
次
の
方
々
で
す
が
、
も
し

誤
り

（氏
名
の
誤
記
、

脱
落
な
ど
）
や

記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、

普
段
他
市
町
村
に
お
住
ま
い

で
、

当
町
の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
も
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

除
戯
総
器
”剛
酬
餅
稲
び

準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十

一
月
三
十
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

（
ａ
２
１
２
８
５
５
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
，．，．．一，一一一，然

一猟
押
日
現
６

▼
新
川
上
町
　
〓書
来
美
佳
さ
ん
、

大
く
ん
、

佐
藤
い
づ
み
さ
ん
、

直
人
く
ん
、

吉
田
綾
子
さ
ん
、

美
穂
さ
ん

▼
若
草
町
　
尾
村
朋
美
く
ん
、

吉
原
恭

子
さ
ん

▼
川
上
町
　
大
形
美
奈
さ
ん
、

工
藤
浩

二
く
ん
、

山
崎
葉
留
嘉
さ
ん

▼
曙
町
　
太
田
由
紀
さ
ん
、

佐
藤
美
智

さ
ん
、

忠
鉢
誠
く
ん
、

長
崎
み
ゆ
き

さ
ん
、
日
吉
範
幸
く
ん
、

平
井
孝
則

く
ん

▼
緑
町
　
酒
井
正
則
く
ん
、

高
桑
和
博

く
ん

▼
弥
栄
町
　
鎌
田
誠
く
ん

▼
栄
町
　
今
野
尚
美
さ
ん
、

後
藤
亜
希

子
さ
ん
、

得
能
光
人
く
ん

▼
本
町
　
安
住
和
人
く
ん
、

高
橋
香
里

さ
ん
、

冨
一向
英
和
く
ん
、

中
橋
大
輔

く
ん
、

古
市
　
大
く
ん

▼
鳩
ケ
丘
町
　
一手
佐
美
愛
さ
ん
、

小
野

亜
由
美
さ
ん
、

小
林
輝
雄
く
ん
、

白

勢
友
美
さ
ん
、

西
村
知
里
さ
ん

▼
双
葉
町
　
的石
松
花
恵
さ
ん
、

品
川
貴

之
く
ん
、

椿
緩
之
く
ん
、

本
村
香
織

さ
ん

▼
望
ケ
丘
町
　
白
井
和
美
さ
ん
、

大
道

貴
子
さ
ん
、

藤
本
幸
子
さ
ん

▼
桜
木
町
　
北
村
圭

一
郎
く
ん
、

渡
辺

修
く
ん

▼
川
北
旭
町
　
木
庭
有
希
子
さ
ん
、

岬肝辞伝わ、鈴木　潤くん、

▼
川
北
寿
町
　
井
関
華
子
さ
ん
、

本
庭

尚
子
さ
ん
、

林
広
子
さ
ん
、

平
野
隆

弘
く
ん
、

古
瀬
隆
行
く
ん

▼
川
北
共
栄
町
　
小
田
原
亨
く
ん
、

国

中
幸

一
く
ん
、

千
葉
真
有
美
さ
ん

▼
川
北
桜
ケ
丘
町
　
更
谷
由
美
さ
ん

▼
西
北
標
津
　
小
国
原
昌
行
く
ん

▼
南
川
北
　
栗
栖
道
洋
く
ん

▼
北
標
津
　
行
日
貴
代
さ
ん

▼
住
吉
町
　
石
黒
望
美
さ
ん
、

西
山
和

延
く
ん
、

山
本
修
子
さ
ん

▼
茶
志
骨
　
小
岩
　
毅
く
ん
、

竹
野
安

寿
く
ん

▼
東
茶
志
骨
　
山
本
純
子
さ
ん

▼
伊
茶
仁
　
田
中
俊
行
く
ん
、

村
山
恵

美
子
さ
ん

▼
忠
類
　
国
中
清
子
さ
ん

▼
東
古
多
糠
　
山
崖
浮
子
さ
ん

▼
西
古
多
糠
　
杉
本
ゆ
か
り
さ
ん

▼
北
古
多
糠
　
大
沼
千
鶴
子
さ
ん
、

草

野
博
之
く
ん

一撫

ジ
渡 山 今
辺 下 野

中 志

態
一欝
講
”髄

本年 1月 の成人式から

韓I製鶴,薬ぬ轟
お誕生おめでとう

裕鞘
襴
翔
，獣
一鱗
盟̈
一鶴
紺
鋸
¨

榔
相
補
一輯
器
鞘
盤
一鮒
躍
附

●
北
方
領
土
返
還
運
動
啓
発
費
と
し
て

町
に
―
―
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
青
年
委
員

会

（東
京
都
）

０
東
方
沖
地
震
災
害
見
舞
い
と
し
て
町

に
タ
オ
ル
を
―
―
三
井
生
命
保
険
相

互
会
社
釧
路
支
社
中
標
津
営
業
所

０
は
ま
な
す
苑
に
タ
オ
ル
を
―
―
染
覚

寺

おくやみ申し上げます

町内の交通事故
10月
( )は 累言十

人身事故 0件 (5件)

負傷者 0人 (15大)

死亡者 0 人( 1 人)

物損事故 15件(144件)

死亡事故ゼロの日

247日 00/慨在)

人回のうごき

平成6年10月1日現在

()は 前月比

人 □ 6,865人 (±0)

男 3,337人 (+2)

女 3,528人(-2)

世帯数2,328世帯(-3)

エギサ
tr rチ

ング・ライブ

■日時/11月 10日 (木)
開場 午 後6時 30分

開演 午 後 7時 00分

口会場/標 津小学校

■料金/子 供 Q才～中学生)500円

(当日 600円 )

大人    1,000円

(当日1,200円)

■お問い合わせ/椎 久(谷2-2606)、杉

谷(2-3674)へ。

※当日の駐車場は、公民館前と役場恵

盟寮前駐車場をご利用ください。
一標津おやこ劇場―

お な ま え 住  所 保 護  者

川 田 賢 吾くん 新川上B3 |1日   実

工藤 緩 夫くん 曙   町 工 藤 義 光

佐 藤   光 ちやん 上古多糠 佐 藤 和 博

福 沢 恵 美ちやん 東 】し 福 沢 壮 古

うだ:軽:斑彩1題築i器

氏 名 住  所 年    齢

川 崎 昭 一 さ ん 住 吉 町 67歳
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犬腸ガ ン検診を次のとお り実施 しま

す。健康管理のためにも、ぜひ受診され

ますようご案内します。

■日時 11月 30日  9時 ～

■場所♭農村環境改善センター

…・9時 ～9時 30分 まで会場受付

レ川北公民館

…13時～13時30分まで会場受付

■検診料金 900円

■対象者  原 則として、40才以上の方

くvヽ
ま窮注督宕雷雪雷蜜骸唇塁 魯境料

が

■定員 100人

■申込み 。問い合わせ先

役場福祉保健課保健予防係 (a内 線

135)へ、。

諜謗ズ

鋼 囃鰹

ケ欝欝ぱi
コ第 17回秋季町民卓球大会臣

0日
1〔9時

～標津中 ・体育館〕

■少林寺拳法北海道支部設立記念大会

□   〔13時
～標早高・体育館〕

■スポーツ少年団レクリェーションカー

ニバル
臣亘∃ 〔9時～鳩ケ丘体育館〕

”一　
　
　
　
　
骸 (予約制)

ゥ圃
Ｅママス

～寝 た き りを防 ぐため に～

看護協会根室支部では、体のしくみを

活かした安全で、とても楽な看護、介護

の研修会を開催 します。この機会にぜひ

ご一緒に学びませんか。

N時  12月 23日 13時 ～15時

詭 所 別 海町中央公民館

■講師 札 幌麻生脳神経外科病院

看護部長 紙 屋克子氏

■申込み ・問い合わせ

別海町民保健センター内 ・北海道看護

協会根室支部(ao1537 5 0359)へ。

※申し込み締切 12月 9日

翻灘景鍵選騨鶴錨

圃賄田珊□端回車図品

〈標津)

げ
‐‐

〔9時 30分 ～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10・13カ月児、午後の部

4・7カ月児対象

17日 (木)くサ|1北〉

〔13時 30分～14時 30分 /川 北公民

会官〕

※4・7。10。13カ月児対象

■歯ピカ教室

7日 (月)・9日 (水)〔9時30分～10時

30分、13時30分～14時30分/農 改

―〕

クール

4・11日 (金)

〔13時～15時/農 改センター〕

※農改センター…農村環境改善センターの略

〔10時～16時/役 場相談室〕

■一般健康相談

7日 (月)

〔10時 ～11時 30分 /薫 別集落セ ン

ター ・13時 30分 ～14時/崎 無異〕

28日 (月)

〔13時～16時/役 場相談室〕

( 1 2 月分〉

■歯ピカ教室

7日 (水)9日 (金)〔9時 30分～10時

30分 ・13時 30分 ～14時 30分 /農 改

センター

ロー般健康相談

7日 (水)

〔13時 30分 ～15時 /茶 志骨パイロッ

ト会館〕

曜 日
一 般 廃 棄 物 収 集 区 域

(祭日は休みです)〈有 料 〉

不燃物収集日

(無  料 〉

月・木
新||1上町 ・若車町 ・||1上町 ・栄町 ・

緑町 ・弥栄町 ・曙町

11月10□°11月24国

1 2 月8 日  ( 木)

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町・住吉町。東浜町

11月11日・11月25日

1 2 月9 日  に鎧)

水・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別 ・崎無異 ・古多糠

11月9日・11月26日
(水)   (土 )

12月7日 (水)

☆ごみは'旨定された日に指定された場所へきちんと出しましょう。

1 4



竹市1用:韮坐:日:筆部171囲華葦
手!概1磐1郷!聾:適1闘|で1荘=|

「この社会あなたの税が生きている」を

スローガンに11月11日から17日を 「税を

知る週間」とし、今年 も広 く国民の皆さ

んに税の意義や役害」を正 しく理解 し、考

えていただけるよう各種行事を幅広 く行

います。

日立な行事の内容 税 のなんでも相談 ・

税金クイズなど

※詳 しくは、根=税 務署 (ao1532 3

3261)へ。

筆慕調整五決窮説調1会|が
■‖‖:闘1鶴1韻1海:泰1季キ|に勢

本年度 も申告事務の円滑化を図るた

め、次のとおり説明会を開催 します。

1 個 人 (青色 ・白色)事 業者に対する

年末調整 ・決算説明会

■営庶業

レロ時 11月 29日 。10時 ～12時

♭場所 標 津町役場 2F集 会室

■漁業

》口時 11月 29日 ・14時 ～16時

勝場所 同 L

2 会 社、官公庁に対する年末調整説明会

♭日時 12月 1回 。14時 ～16時

》場所 標 津町商工会

詳 しくは根室税務署へ。

1窮i庫番等|の1高1速遼遷=
弄じ郷1襴金讐lJg‖肥母撃事で

10月 1日より、身体障害者等の高速道路

利十11ドギ住=1'1肝1次者が拡大されました。

利用料書」引証は役場で交付 してます。

※詳 しくは、役場福祉保健課社会福祉

係 (奮内線 137)ま で。

郵便1局内ヽ毎|のⅢⅢⅢ=
!■■■|1掛1剣!8‖世

～お年玉年賀はがき11月 1日発売～

15

“
とどわら太鼓
25周年記念

"

餌掛1観を製:撻

理1違!終1揺1権計撻認"

標1洋|で'開催
～多数のご来場を    4‖

車

お待ちしています～

本町の郷土芸能 「しべつとどわら太

鼓Jが 今年で25周年を迎えました。

これを記念 して釧根管内の各太鼓な

どが参加する第3回釧根郷土芸能フェス

ティバルが次のとおり本町で開催され

ます。

壮大な太鼓演奏をお楽しみください。

■日時

1 1 月1 2 日 ( 土)
開場 17時 30分

開演 18時 00分

■場所 町 農村環境改善センター

お早めにお求めください。寄付金つき年

賀はがきの益金は恵まれない方々に贈ら

れます。ご協力お願いします。

～全国一 「標津産サケ」をゆうパックで

送ってみませんか～

■郵便局では、標津漁協とタイアップし、

毎週土曜日の午後2時 より標津商工会前

駐車場を会場に 「標津産サケJの 地方発

送を行っています。

11月からはホタテも力日わりさらに品数

を揃えております。11月末日まで実施し

ていますので、地元特産品を遠 く離れた

親戚、友人、知人へ贈ってみてはいかが

でしょうか。きっとすばらしいR曽り物と

なるでしょう。

1演奏に熱が入る

■主催 釧 根郷土芸能フェスティバル

実行委員会

■入場料 前 売券…一般 800円 (中学生

以下と65才 以上は無料)

当日 1,000円

■前売券発売所

・役場総務課 住田、 ・ 農村環境改善

センター 鈴木 ・中央公民館 ・サ|1北公

民館

※当日はイスがありません。必ず座

布団を持参 してください。

冊鼎ジ蠍縄獣
>119番 の正 しい通報の仕方

◎何が起きたのかはっきり伝えてくださ

い 。

「火事です」「救急です」

●火災の場合

住所 ・氏名 ・目標、そしてどこから火

が出たかをはっきり伝えてください。

●救急の場合

住所 ・氏名 ・目標などはっきり伝えて

ください。急病または交通事故など事

故種別と負傷者の容態や人数をはっき

り伝えてください。 一 標津消防署一



に
た
③
の
ｏ

生
ま
れ
育

っ
て
か
ら
ず

っ
と
標
津
町

に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、

他
の
町
の
こ

と
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
、

標
津
町
は

小
さ
い
頃
か
ら

『
サ
ケ
の
ま
ち
』
、

『産

業
は
サ
ケ
』
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

そ

し
て
私
も
サ
ケ
に
か
か
わ

っ
て
生
活
し

て
き
ま
し
た
。

幼
稚
園
に
通

っ
て
い
た
頃
、

私
は
薫

別
に
叔
母
が
い
る
の
で
、

よ
く
秋
に
な

・る
と
薫
別
川
に
サ
ケ
を
見
に
行
き
ま
し

た
。

今
は
こ
の
時
よ
り
は
い
ま
せ
ん
が
、

薫
別
川
が
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
に

サ
ケ
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
い
ま
し
て
、

幼
少
一の

私
で
も
川
に
入

っ
て
さ
わ
れ
る
く
ら
い

で
、

さ
わ
ろ
う
と
し
て
川
に
落
ち
、

び

))

(緑

し
ょ
ぬ
れ
に
な

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

小
学
生
の
頃
は
、

給
食
の
お
か
ず
に

出
て
き
た
サ
ケ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、

私
の

大
好
物
で
し
た
。

私
は
昔
か
ら

一
人
で

二
（
三
個
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

サ
ケ

ポ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
美
味
か

っ
た
の

で
、

ま
た
食
べ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
の
時
に
は
ア
ル
、、！イ
ト
で
漁

組
の
加
工
場
に
行
っ
た
こ
メ
」

）り
ま

】

す
。

最
初
は
気
楽
な
感
じ
で
臨
み
ま
し

た
が
、

大
変
な
重
労
働
に
び

っ
く
り
。

サ
ケ
の
メ
フ
ン
取
り
で
は
、

顔
か
ら
足

ま
で
体
中
サ
ケ
の
血
だ
ら
け
に
な
り
、

箱
詰
め
の
時
に
は
腰
が
痛
い
う
え
に
、

ネ
ト
ネ
ト
し
た
サ
ケ
の
体
液
に
は
さ
す

が
に
私
も
参
り
ま
し
た
。

私
は
初
め
て

サ
ケ
を
扱

っ
て
い
る
漁
組
の
人
々
や
、

漁
師
さ
ん
の
苦
労
を
少
し
知
り
ま
し
た
。

ま
た
高
校
三
年
生
の
時
に
サ
ー
モ
ン

科
学
館
が
完
成
し
た
の
で
早
速
見
学
に

行
き
ま
し
た
。

館
内
に
は
サ
ケ
だ
け
で

は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
貝
類

や
、
こ
の
辺
で
は
見
ら
れ
な
い
魚
な
ど

が
お
り
、

サ
ケ
の

一
生
や
サ
ケ
の
調
理

方
法
が
わ
か
る
展
示
物
な
ど
が
あ
り
感

動
し
ま
し
た
。

ま
た
展
望
塔
か
ら
見
え

る
景
色
も
き
れ
い
で
し
た
。

私
は
現
在
役
場
に
在
職
し
て
い
ま
す

が
、

サ
ケ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
街
灯
、

歩

道
や
、

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
、

サ
ー
モ
ン

橋
の
よ
う
に
私
が
思

っ
て
い
た
以
上
に

『
サ
ケ
に
こ
だ
わ

っ
た

″ま
ち
づ
く
り

″
』
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は

こ
の
町
に
愛
着
を
持

っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
サ
ケ
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展

し
て
ほ
し
い
で
す
。

私
も
サ
ケ
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
、

こ
の
ま
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

※
次
の

「
ま
ち
の
声
」
は
望
ケ
丘
町

の
姥
名
久
美
子
さ
ん
で
す
。

鞘
”轟
総
一魏
一髄

掃
朋
紹
鞘
鞘
調
翻
聾
調
悶
綱
削
弓

▽
９
月
２‐
日

（東
京

・
林
野
庁
）

標
津
営
林
署
存
続
陳
情
，

▽
１０
舟
１
日
（根
室
市
）

山
口
総
務
庁
長
官

へ
の
陳
情

▽
２
日

（町
内
）

森
林
づ
く
リ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

▽
３
日

（町
内
）

標
津
化
成
工
場
働
竣
工
式

・
祝
賀
会

▽
５
日

（町
内
）

北
海
道
東
方
沖
地
震
災
害
対
策
本
部

設
置

▽
７
日

（中
標
津
）

「改
革
」
地
震
災
害
調
査
対
応

▽
８
日

（中
標
津
）
　
　
　
　
　
　
ｒ

社
会
党
地
震
災
害
調
査
対
応

▽
９
日

（尾
岱
沼
）

衆
議
院
沖
縄

・
北
海
道
特
別
委
員
会

地
震
災
害
調
査
対
応

▽
１０
日

（町
内
）

道
議
会
水
産
林
務
委
員
会
地
震
災
害

調
査
対
応

▽
‐２
日

（町
内
）

中
央
省
庁
地
震
担
当
官
地
震
災
害
調

査
対
応

▽
‐３
日

（町
内
）

臨
時
町
議
会

（地
震
被
害
状
況
説
明
、

災
害
復
旧
費
補
正
予
算
）
、

自
民
党
災

害
対
策
特
別
委
員
会
地
震
災
害
調
査

対
応
、

根
室
支
庁

へ
災
害
状
況
報
告

（根
室
市
）

▽
‐４
日

（釧
路
市
）

釧
路
開
発
建
設
部
長
、

釧
路
土
木
現

業
所

へ
災
害
状
況
報
告

▽
‐５
日

（町
内
）

水
産
庁
石
川
次
長
地
震
被
災
地
視
察

対
応
、

道
議
会
総
務
委
員
会
地
震
災

害
調
査
対
応

▽
‐７
日

（東
京

・
運
輸
省
ほ
か
）

忠
類
海
岸
浸
食
対
策
事
業

（運
輸
海

岸
）
促
進
陳
情―

以
上

・
主
な
も
の
―

『サ佑i団:韻1泌

標!灘1離:私』 大 垣 隆さん
町)

= 役 場 勤 務=

ェ配§□節
♭今回の地震のすごさにはびっく

り。地震ですぐ外に飛び出すと、電

信柱や家がグラグラ、異常なまでの

揺れ、地割れでも起きそうな激し

さ。とにかく立っているのがよう

やくで、ただ、ぼう然。この時人間

は、はかない存在だとつくづく思い

ました。レ最近空を見ると度々地

震雲を見かけ、「また、大きい地震

が来るぞ」という人もいますが、地

啓う時は落ち着いて行動すること

だと思います。あわてると二次災

害につながってしまいます。レ今

回の大地震を教訓にして、少しでも

被害をなくすように、普段から天災

に備えたいものです。 ま (ひ )
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